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　被害想定結果 は，都道府県及び市区町村の 防災関係機関の防災業務の大綱で ある地

域防災計画 に位置づけ られ，かっ ，具体的に反映 されるこ とに よ り， それな りの 意義

を持ちうると考え られ る 。 しか しなが ら， 地震災害に 関す る被害想定は，昭和 39

（1964）年 の 新 潟地 震以降 ， 多 くの 地方公共 団体で 実施され て きて い るに もかかわ

らず，そ の 結果の 地域防災計画等の分野へ の反映状況は必ずしも十分 とはい えない状

況にある 。

　その 主な理由は以下の 点に あると思われ る。

1これまで の被害想定は地震に よる被害量を得る ことのみを最優先に作業を行 っ て き

て お りt 地域防災計画 （各種 防災対策）等の 地域防災行政分野に 反映させる ことを念

頭に置 い た被害想定の あり方の 検討が不十分で あ っ た a

　地震災害に対する被害想定 の 歴史が約3G年に なろ うと して い る現在 ， これ までの 被

害想定の 問題点を総括 し． 地域防災計画等に具体的に反映で きる想定結果が 得 られ る

ような被害想定の あり方を検討するべ き時期に来て い ると考え られる 。

　本研究で は，今後の 被害想定作業の前進の ために以下の 点を提言 して い る。

〔1） 被害想定単位

　ア ．想定単位 は， 対策を具体的に 考える上で実効的な単位 とする

　イ．想定単位内で の データの 平均化 は原則行わ な い

  　想定項目

　ア．地域防災計画の 各種計画に対応 した被害想定項 目 （被害量）の整理

　イ．対策効果の 想定 （評価）

　ウ．応急対策需要の想定
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被 害 想 定 に 関 す る 考 察 一課 題 と提言
一

日野　 宗 門
’

1．は じめ に

　 地震災害に関する被害想定は， 昭和39（1964）年の新潟地震以降各地の 地方公共団体

で 実施 されるように な っ た 。 現在では地域別に偏りはあるもの の ， 都道府県の 5割が

実施してお り，また 1 市区町村の 2割弱が被害想定を実施 して い るかあるい は都道府

．県の被害想定を活用 して い る （表 1）。

　　こ の よ うに ， 広 く実施 されて い る被害想定ではあるが ， その 結果の地域防災行政分

野で の 活用状況は必ずしも十分 とはい えない 状況にある。 その 理由 として は種 々 の も

の が考え られるが，関係者の意見等を参考に すると以下の もの が最 も主要な理 由と思

われる。

『これまで の被害想定は地震に よる被害量を得るこ との みを最優先に作業を行 う て き

てお り， 地域防災罸画 （各種防災対策）等の地域防災行政分野に反映させ る こ とを念

頭 に置い た被害想定の あ り方の 検討が不十分であ っ た』

　被害想定に よ うや く着手 された昭和40年代に お い て は，上 記 の よ うな閭題が あ っ だ

として も無理 はない と考え られる （む しろ，当時にお い て は ， 防災関係機関がおおよ

そ どの 程度の構えをと っ た らよ い かを知 る上 で ， 積極的な意義を持っ 作業であ っ た）

が，地震災害に対す る被害想定の 歴史が約30年に なろうと して い る現在 ， 被害量を求

めることを中心に した これまで の行 き方を総括し，地域防災計画等に具体的に 反映で

きる想定結果が得られるような被害想定のあり方を検討するべ き時期に来て い るの で

はない か と考え る。

　本論文で は，そ の ため の 予備的考察を行 うもの で ある 。

2．被害想定結果の活用状況と問題点

　　被害想定の結果 は 通常， 都道府県及び市区町村の防災関係機関の 防災業務の大綱

である地域防災計画 に位置づけられ， か っ ，具体的に反映されるこ とにより，それな

りの 意義を持ち うる と考えられるが ， 位置づ け方等には地方公共団体に よ う て微妙な

相違があ る。

　 東京都や静岡県で は，被害想定と地域防災計画 との関係を以下の よ うに位置づ け て

　い る。

　Sこ の 計画 は 第 1部第 4章に掲 げる 「被害想定」 を計画 （震災に係 る災害予防，災
害応急対策及び災害復旧）の 目標とす る

1，

。 』

＊　財団法人　消防科学総合セ ン タ
ー
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裏 1　 被 害 想 定 の 奚 施 状 況

’

市区町村 市区町村被魯想定
実施都道

府県 被害想定
実施団体
数

都道府県の

被害想定活
用団体数

被害想定

実施都道

府県 被害想定
実施団体
数

都道府県の

被害想定活
用団体数

北海道 1 7 滋賀県 1 1 1

青森県 京都府 1 5 3

岩手県 大阪府 1 6 4

宮城県 1 29 26 兵庫県 1 2 1

秋田県 1 5 奈良県 1 1

山形県 1 和歌山県 1 1

福島県 2 鳥取県

茨城県 1 島根県 3

栃木県 岡山県

群馬県 広島県 1 2 1

埼玉県 1 33 29 山口県

千葉県 1 15 6 徳島県

東京都 1 1 41 香川県

神奈川県 1 16 22 愛媛県 2

新潟県 2 高知県 1

富山県 福岡県

石川県 1 佐賀県

福井県 1 長崎県

山梨県 1 18 14 熊本県 1

長野県 1 3 31 大分県

岐阜県 1 5 5 宮崎県 1 19 10

静岡県 1 75 鹿児島県 1

愛知県 1 29 19 沖縄県 1 3 3

三 重県 1 18 14 計 24233 305

（注 【） 燗 査 対 象 団 体 数 は ，都 迫 府 県 は 47，市 区 町 村 は 3，262 で あ る。
（注 2 ） 本 表 は ，　 r 震 災対 策 の 現 況 ）　（自治 省消防庁 震災対策指導室，
　 　 た 。

1990年 12月 ） を も と に 作 成 し
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に の計画の基礎となる東海地震の危険度の試算の概要を示す
2 ）

en

　都道府県でみ た場合，こ の よ うに位置づ け られて い るケ ース は余 り多 くはな く，単

に被害想定の結果を地域防災計画中で示 して い るに過ぎな い （被害想定と計画目標と

の関連が明確でない） もの もみ られ る。 この傾向は，被書想定に精通 した職員の少な

い市区町村に お い て は さら に強い もの と考え られる 。

　しか しなが ら ， 被害想定結果の有効活用を図る上で ， 地域防災針画中での （被害想

定結果の ）位置づけ方以上に問題 となるのは， 1．は じめに の項で述 べ た 『現在の大

部分の被害想定は，その結果を地域防災計画 （防災対策）へ 反映することを直接の 目

的と して い る もの で はな い s と い う事実で ある 。

　例えば，通常よ くみ られ る被害想定項目と して以下の よ うな もの が あるが ， これ ら

の 項目 （想定結果）を地域防災計画に反映しよ うとすると， 多 くの場合表 2に示すよ

うな問題に直面することになる 。

　  　木造建物被害 ・ …　 全壊家屋数 ， 半壊家屋数

　  火災 ・・・・・… 　 出火件数 （炎上火災件数） 1 消失面積 （消失家屋数）

　  人的被害 ・・・… 　 死者 ， 重傷者， 軽傷者

　  罹災世帯数

　とこ ろで ， 表 2か らは ． 従来の 被害想定結果を地域防災計画 へ 反映する際に問題と
』

な る主な理由は，  想定結果の 信頼性が 高 くな い こ と，  想 定単位 （デ ータ作成

単位）が大きすぎること，  想定項目が大雑把すぎるこ との 3つ である ことが搓測で

きる。

　この うち ，   の想定結果の信頼性につ い て は，人為的 ・社会的要因の関与する想定

結果 （例 ： 出火件数）の信頼性の 大幅な向上 は期待で きな い と考えられ るが，他の 2

っ に っ い ては ， 次の 3 で述べ るよ うな改善の余地がある。

3．今後の被害想定の あり方に つ い て

　　2で は，被害想定結果を地域防災計画 （防災対策）に反映 させ るため には，それ に

ふ さわ しい想定単位や想定項目が必要であることを述 べ たが，具体的に はどの よ うに

考え るべ きで あろ うか。

　 以下に，考え方の 概要を述べ る 。

（1） 想定単位に つ い て

　ア．想定単位は
． 対策を具体的に考える上で案効的な単位とする

　　　都道府県で行 う被害想定の 場合は対象が広域に及ぶ こ とか ら市町村界や 1km程

　　度の メ ッ シ ュ を使用せ ざ る を得な い面 もある
31

が 市町村 の 被害想定で は町丁界

　　程度を最低の単位とするの が適当と考え られ る。 これ は，こ の程度を単位に と っ

　　て おけば ， 市町村の 出張所や消防署等の 管轄区域との 間で の整合が と りやすい こ

　　との 他 自主防災組織の 結成単位に ほぼ沿 り て い る こ と等．対策立案上有利な 点

　　が多い か らである。
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衷 2　従来の被容想定項 目と地域防災計画へ の反映上の可能性と問題点 （その 1）

（注 ）　 被害想定単位 は ，都道府県 の 被害想 足の 場合 は 市区町村 あ る い は 1   メ ッ

　　 シ ュ 程 魔 ．ま t ．市 区 町 村 の 場 合 は 500m メ ッ シ ュ あ る い は 町 丁 界 程 度 と 仮

　　 定 し た 。
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表 2　従来の 被害想定項目と地域防災計画へ の 反映上の可能性と問題点 （その 2）
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イ．想定単位内で の データの平均化は原則行わない

　　想定単位をア の よ うに定めた場合も， 想定単位の 中で は全て の 条件は均質とし

　て扱 うこ とに なる 「データの平均化亅 は可能な限り避けるべ きで ある。 町丁界程

度の 単位に おい て も， 地盤条件が大きく異な う たり （例えば ， 台地部と低地部 と

　の混在），ある い は建物分布に偏 りがみ られ るこ とが通例で あるからである。

　　こ れ まで の被害想定で は ， 想定単位内でデー
タを平均化するこ とに より，被害

　想定の 作業量の軽減を図 っ て い るが，それが結果として ， 具体的施策の立案を困

　難に して いる大きな理由とな っ て い るこ とに留意する必要がある 。

　　なお，地形 ・ 地盤条件は，地震災害を規定する最も基本的な要因で あるこ とか

　ら，可能な限りそれを忠実に反映する方法を検討す る必要がある。 地形 ・地盤条

　件を十分活用可能な精度で，かっ ，比較的容易に把握で きる有力な方法の
一

っ と

　して，徹地形分類の方法 （地形を航空写真判読等に より詳細 に分類する方法）が

　あるが，それ らの 導入 ・応用に つ い て も今後検討する必要があると考えられる。

〔2｝ 想定項目につ い て

　ア．地域防災計画の各種計画に対応 した被害想定項 目 （被害量 ）の整理

　　　表 3 には地域防災計画 （震災編）の一般的な目次の 例を示 して い るが 　こ の 目

　　次に 示 した個 々 の 計画立案に必要 とされる彼害想定項目 （被害量）を整理する必

　　要が ある 。 （今後考慮され るべ き想定項 目例にっ いて は，表 2の 問題点中で も述

　　 べ て い るの で参照された い 。 ）

　なお，以下の イ．ウ は従来の 被害想定の イメージとは異な る （被害想定と呼ぶ の

は不適切か も知れな い ）が ， 今後の 重要な想定項目になると考えられる。

イ．対策効果の 想定

　　表 3か らも推測で きるように ，具体的な地域防災計画の 策定の ためには，計画

　に示された対策の効果を計量で きるこ とが重要であ る。

　　すなわち， 地域防災計画に示された対策を実施することによ っ て被害量をどの

　程度軽減させ るこ とが で きるか とい っ た こ と等の対策効果の 想定 （評価）が 重要

　にな っ て くる 。

　　 こ の こ とを可能とするために は，地域防災計画で示 されて い る対策項目を説明

　変数 （政策変数）として組み込んだ被害想定手法を開発する必要がある 。 なお．

　従来の 被害想定手法では ， この ような政策変数の組み込みは余り行われて はおら

　ず，今後の 意識的な組み込み が必要と考えられる 。

ウ ． 応急対策需要の 想定

　　裏 3に 示 した応急対策訃画 の 立案には，被害が もた らす応急対策需要 （防災需

　 要）が どの程度の もの に な るか とい っ た想定が重要に な っ て くる。
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衷 3 地域防災計画 （震災編 ）目次例
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（注）　　　　　　　　　　　　　　 …　　　　
’圏』ttt

　
・

1）　 「東京都地域防災計画 （震災編） （昭和61年修正）亅 （東京都防災会購）

2）　 「静岡県地域防災計画 （東海地震対策緇）　（平成 3年 5月）」 （静岡県防災会議）

3） 都道府県の 想定結果を市町村が活用する こ とを前提とずるな ら臧 想定単位は町

　丁界程度を最低の単位とす1　opが望ま しい 。
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